
（様式第２号－１（青果物））

■提案者住所

■連絡先

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

物流区分 受発注

ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ対応　　なし
収穫～貯蔵までの時間　　3時間
直送・経由便等（具体的な経路）　廿日市市～市場等

受発注不可日 出荷不可日

土・日曜日 土・日曜日

10月 11月 12月

収穫量
/日 /月 /年

50kg 1.3t ８t/年間

一般出回り時期

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月

1箱～ 10箱/日（時期による） 1週間 2日～3日
自社
委託：業者

出荷可能時期（当該生産者、産地）

特A・A・B・C
LL・L（市販用）
M・S（加工用）

250g～260ｇ/パック
目安：8個～12個

4パック/箱
段ボール

パック

ロット数 発注上限 目安賞味期限 リードタイム 配送形態

出荷規格

等級 サイズ 重量 入り数 包装形態

出荷価格（税抜） 出荷価格（税抜） 送料（広島市内） 市場平均価格 1個あたり単価

株式会社大之木ファーム

商品写真

　　　廿日市市

TEL：

FAX：

E-ｍａｉｌ：

商 品 提 案 書

商品名

（ふりがな） あまか

甘日～amaka～（廿日市産苺）

■提案者名　（ふりがな） かぶしきがいしゃおおのきファーム



（様式第２号－１（青果物））

調理加工写真等
（食べ方提案）

POPデータ（ラベル及びキャッチ50文字）
販促に活用可能な情報

手軽なスムージーやジャムがおすすめです。 安全で安心、良質ないちごをあなたへ。

圃場写真
（栽培状況）

笑顔の生産者写真
（顔が見える）

清潔感を保ったビニールハウスでの高設栽培です。 生産者は県立農業技術大学校卒の正木啓介。

その他特記事項

現在、地元スーパーが主力で卸しております。また、贈答用として特Aのものは

百貨店で高値で販売しております。現在、B・C級品は冷凍食品としてJA産直市で好評販売中。

ふるさと納税にも登録中です。

また、いちごの栽培そのものを楽しんでいただくビジネスも検討しており、実験的に

弊社がお世話している、竹原子育て支援住宅にも、いちごの苗を植えて、植物生育の

楽しさをこどもたちに広める活動も始めております。

栽培に関する特徴

広島県内の苺農家としては初のGGAPの認証取得をしております。食の安全安心
には万全の圃場と生産プロセスを取っており、清潔な高設栽培で栽培しており、
衛生面・栽培管理・生産効率においても最先端の栽培方法で生産しています。当
然残留農薬ゼロ・必要な水質管理検査も毎年筑波研究所で検査して国際的な認
証を受けている点では、他の圃場ではないくらい厳しい管理を徹底してます。

取扱上の注意点

苺は特に日持ちが悪く、2～3日暖かい部屋で保存すると、悪くなります。
冷蔵庫で保存すれば、1週間はそのままの状態で保てます。

セールスポイント

生産地は広島県廿日市市。廿日市産のいちごは昔『平良いちご』と呼ばれ、広島県では随一の
苺生産地でした。多いときは百軒余りあった生産農家も現在では十軒以下になり、今何とか当
時の盛り上がりをもう一度取り戻したい思いで、“いちご復活プロジェクト”を商工会やJA佐伯中
央が中心となり、新鮮でおいしい苺の生産に頑張っております。市場では他県産のものがほと
んどの中で地元産ならではの、朝摘み苺として新鮮で日持ちが良い苺を売りにしております。

商品の特徴

味は時期により異なりますが、最も旬で美味しいのは二月～三月までの苺です。糖度は最旬期
で15度～18度、平均すると11度～18度ぐらいの甘い苺ができます。また。広島県内では苺農園
としては初のGGAPを取得しており、残留農薬検査や、水質検査、等218の管理項目をクリアー
した安全安心の苺です。ブランド名は『Amaka・甘日』と命名しました。廿日市で一番おいしい苺
を目指すという意味あいを込めて、廿日に一を加えた“甘日Amaka”、としました。農園で栽培し
ている品種は「紅ほっぺ」と「かおり野」。「紅ほっぺ」は酸味と甘みのバランスが良く肉質はやや
固くしっかりとした食感。完熟朝採り出荷の為、品種の特性がしっかり出ている味の濃い苺。「か
おり野」は形が比較的整った円錐型、香りも良く果実の中もしっかりと色がついている。適度な
食感で酸味は強くなく優しい甘みが広がる品種の苺です。

食べ方提案

旬な苺は、当然そのまま食していただきたいのですが、4月5月の苺は、味が大味
になってくるため、スムジーやジャム・コンフィチュール、乾燥させて、グラノーラに
入れて食べたりできます。また、現在開発中ですが、ペースト状にして固めたもの
を、洋菓子や、フレンチ料理の飾り付けとして利用していただくことも試作しており
ます。和菓子としては、苺大福としてご利用いただいております。


